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アメリカン ギルドの研究(9)－キリスト教の信仰との関わり

玉田　真紀( 尚綱女学院短大)

目的　アメリカではヨーロッパ各地から新大陸に移民した人々によって、ペットカバーとしての

ギルドが持ち込まれ、生活に欠かせない物として大量に作られた。ギルドは、生活環境に適応し

ながら移り変わり、生活のあり方を反映している。ギルドがどんな目的で作られ、生活の中でど

んな役割を担ってきたか、またこれらを通して、現代社会では希薄になってしまった物への価値

を見直していくことが研究の目的である。

本研究(9)では、キリスト教の信仰が人々の生活を支えていた19 ～20 世紀初めに、その信仰がギ

ルドの中にどう表わされ、どんな役目を担ってきたかについて考察した。

方法　アメリカ史に関する研究書と生活を記載した日記や小説、また、現存するギルドについて

の研究書など文献資料を基に考察した。

結果　ギルド文様の圃題の分類は先の(7)で報告したが、その中でも聖書の人物やイエスを象徴す

る十字架や茨、星などや、たとえ話を示す名がついた文様が数多く見られた。図形としての面白

さによって単に好まれたのではなく。文様の持つ意味が重要であったことが、信仰によって生き

ることを勇気づけられ、聖書のことぱを生活の支えとしていた当時の生活の記録からわかる。ま

た個人で作るギルドだけでなく、教会やW.C.T.U  (女性キリスト教禁止教会) などの活動を進め

るためにも、資金集めや思想を普及する媒体としてギルドは使われた、日本でも19 世紀末にキリ

スト教布教のため来日したアメリカ人女性が、日本の学校設立などのためギルドにより資金集め

をしたという事実があった。ギルドは活動の志を果たすために役割を担ってきたことがわかる。
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20 世紀初頭のセクショナルシステムによるジャケット設計

土井 昭子 （日本女大）

目的　1900 年前後のセクショナルシステムとい う作図法とその特徴を知ることにより、当

時の英国人女性の体型とジャケット設計を考察する。

方法 英国のテイラー、JP｡ihcmton  （ソーントン）が１９００年に出版した婦人服の裁断法

に関する文献を基に、セクショナルシステムの作図法と特徴を解析した。その上で、ソーント

ンが決定した１０体型のジャケットを製作し、平面作図と立体になったジャケットをそれぞれ

比較した。また当時の標準体型をソーントンが理想とした体型、さらに現在の'JISの婦人サイ

ズと比較した。

結果 セクショナルシステムは、人体各部の寸法を割り出し寸法と定数加減法によって決定し

当てはめる分割計測法による裁断法であり、スケール（肩の広さ寸法の1/3) を用いて後ろ身

頃、肩部、ダーツ分量を決定して各体型に対応させることが大きな特徴である。ジャケットを

設計した結 果、平面作図だけでは理解しにくいそれぞれの体型の特徴が顕著に現れた。さらに

ソーントンが最も理想的なプロポーションとして挙げている「メディチ家のビーナス像」と、

当時の英国人女性、現在の日本人女性を比較したところ、ビーナス像と英国人女性はともに現

在の日本人女性のＬサイズに相当することが分かった。また、英国人女性はコルセットの影響

で、ヌード寸法においてもウェストがかなり細目の数値を示すことも明らかになった。
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